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平成 24 年 一般会計歳入歳出決算対前年比較
平成２４年度　一般会計歳入歳出決算対前年比較

（歳入） (歳出）

比較 伸率 比較 伸率

(Ａ)-(Ｂ)= (Ｃ)/(Ｂ) (Ａ)-(Ｂ)= (Ｃ)/(Ｂ)

（Ａ） ％ （B） ％ （Ｃ） ％ （Ａ） ％ （B） ％ （Ｃ） ％

町 税 △ 904 △ 0.3 議 会 費 △ 16,798 △ 15.7

地 方 譲 与 税 △ 5,435 △ 6.7 総 務 費

利 子 割 交 付 金 △ 161 △ 24.7 民 生 費 △ 2,387 △ 0.2

配 当 割 交 付 金 △ 121 △ 29.2 衛 生 費

株式等譲渡所得割交付金 労 働 費 △ 47,222 △ 73.5

地方消費税交付金 △ 757 △ 1.6 農 林 水 産 業 費 △ 31,029 △ 6.5

自動車取得税交付金 商 工 費 △ 25,853 △ 55.5

地 方 特 例 交 付 金 △ 13,677 △ 97.3 土 木 費

地 方 交 付 税 消 防 費 △ 42,620 △ 21.4

交通安全対策特別交付金 △ 71 △ 4.2 教 育 費 △ 199,656 △ 35.9

分担金及び負担金 災 害 復 旧 費

使用料及び手数料 公 債 費

国 庫 支 出 金 △ 161,037 △ 20.8 諸 支 出 金

県 支 出 金 予 備 費

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金 △ 76,187 △ 60.5

諸 収 入 △ 257 △ 0.3

町 債

(注)各款ごとの決算額は，決算統計上の分類方法により決算書の額と一致しないものがある。
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平成２４年度伊仙町一般会計・特別会計決算まとめ（単位：千円）

平成 24 年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳出決算報告

　各種税・分担金・負担金・使用料等で収入未済額があります。特に昨年度におい

ては、未曽有の大型台風等の被害により、基幹産業である農業等において大きな打撃

を受け経済状況の悪化が深刻であります。これらについて配慮すべき点もありますが、

今後も町民相互の公平性を保つためにも、法律に基づいた滞納処分及び時効中断措置

を行って財政健全化に努めていくことが望まれます。

　町の財産はすべての町民のものであり、その財産を子や孫
に残せるかは今いる私たちにかかっています。
　つきましては、町民の皆様におかれましても今後、益々財政が厳しくなることが予測され

ますが、より一層のご理解とご協力をお願いいたします。

会計名 歳入 歳出
翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支

一 般 会 計 5,638,727 5,503,890 21,211 113,626

ほ ー ら い 館 125,631 111,247 14,384

国 民 健 康 保 険 1,196,426 1,182,158 14,268

介 護 保 険 942,225 934,870 7,355

後期高齢者医療 161,857 160,499 1,358

簡 易 水 道 237,112 235,038 2,074

水 道 事 業 85,338 78,918 6,420

合 計 8,387,316 8,206,620 21,211 159,485

～　町税・使用料・保育料等の納付についてのお願い　～
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平成２４年度伊仙町一般会他
６特別会計歳入歳出決算報告

一 般 会 計 に つ い て

採 決 の 結 果

　当決算審査特別委員会に付託されました、平成２４年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６特別会
計歳入歳出決算について、去る９月１７日に決算審査特別委員会を開き、審査した結果についてご
報告申し上げます。
各委員よりあらゆる方向から質疑があり、財政難の中にあって予算が有効かつ適正に運用されてい
るか審議をいたしました。
まず、一般会計において、

　①特産品製造販売プロジェクト事業の遅れについての質疑に対して、土地所有者等のいろいろな
　　事情等により遅れたとの回答がありました。
　　また、最高責任者としてすべてのことを把握すべきではとの質疑に対し、すべてを把握するこ
　　とは困難であります。担当課長を信頼して任せることも大事であるとの答弁がありました。
　②企業からの寄付の受け入れについての質疑に対して、寄付をいただけることは伊仙町にとって
　　大変喜ばしいことであります。企業に対して、もう一度確認を取りますとの答弁がありました。
　③長命草の今後の見通しについての質疑に対して、現在、販売等 苦戦していますが、現会員を
　　中心に努力していきますとの答弁がありました。
　④繰出金が多く財政運営は大丈夫かとの質疑に対して、確かに厳しい状態でありますが、企業誘
　　致・人口増等を図り交付税の確保等に努めてまいります。
　⑤分担金・使用料等収入未済額が多いが、どのように取り組んでいくのかとの質疑に対し、徴収
　への取り組み方を変えて常時徴収にあたるようにして徴収率アップにつなげていきます。
　⑥ほーらい館指定管理者制度移行に関する質疑に対しては、すでに説明会を実施しており、１２
　　月議会に報告できる見込みであります。との答弁がありました。

　特別委員会全体を総括すると今後の予算執行にあたっては計画的な事業執行と緊張感を持ちつつ
弾力性のある予算執行を強く望むものであります。
　なお、実質単年度収支等で平成２４年度においては、災害等でマイナスとなっていますが、今後
はそういった災害等も考慮した予算執行を行っていくことも申し添えます。

●平成２４年度伊仙町一般会計歳入歳出決算　●平成２４年度伊仙町国民健康保険
特別会計歳入歳出決算　●平成２４年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算　●
平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　●平成２４年度徳之島
交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算　●平成２４年度伊仙町簡易水道
特別会計歳入歳出決算　●平成２４年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算につい
ては認定することと決定しました。

伊仙町議会
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番　号 議　　案　　等 採決結果

報 告 第 ２ 号 平成２４年度健全化判断比率 報 告

報 告 第 ３ 号 平成２４年度資金不足比率 報 告

議案第４２号 伊仙町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定 原 案 可 決

議案第４３号 伊仙町歴史民俗資料館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第４４号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第４５号 高齢者等肉用牛導入基金条例の一部を改正する条例認 原 案 可 決

議案第４６号 伊仙町過疎地域自立促進計画の一部変更 原 案 可 決

議案第４７号 伊仙町辺地総合整備計画の一部変更 原 案 可 決

議案第４８号 平成２５年度伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

議案第４９号 平成２５年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第５０号 平成２５年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

認 定 第 １ 号 平成２４年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ２ 号 平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ３ 号 平成２４年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ４ 号 平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ５ 号 平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ６ 号 平成２４年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 定

認 定 第 ７ 号 平成２４年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 定

議案第５１号 平成２４年度社会資本整備総合交付金木之香団地建築本体工事請負契約について 可 決

平成２５年　第 3 回伊仙町議会定例会　全議案（会期 9 ／１1 ～ 18）

番　号 議　　案　　等 採決結果

発 議 第 ３ 号 道州制導入に断固反対する意見書の提出について 採 択

以下余白

平成２５年　第 3 回伊仙町議会定例会　議員発議一覧
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３
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４
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績
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く
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あ
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付
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縄
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は
最
初
か

ら
勝
負
に
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
現
在
バ
レ
イ

シ
ョ
１
kg
の
鹿
児
島
ま
で
の
輸

送
費
が
15
円
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
輸
送
費
を
ゼ
ロ
に
し
て
い

こ
う
。
鹿
児
島
ま
で
の
片
道
航

空
運
賃
が
現
在
１
８
，
０
０
０

円
で
す
が
、
１
０
，
０
０
０
円

前
後
ま
で
持
っ
て
い
こ
う
、
船

運
賃
へ
の
助
成
、
こ
う
い
っ
た

要
望
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で

え
て
こ
そ
発
展
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
商
工
会
の
方
々
も
今
回

は
衝
撃
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
時
代
と
い
う

の
は
常
に
流
れ
が
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
新
し
い
価
値
観
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
な
け

れ
ば
発
展
は
な
い
わ
け
で
す

し
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
努
力
の

中
に
必
ず
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
に
創
設
さ
れ
た
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
。

平
成
25
年
第
２
回
定
例

会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
伊
仙
町
肉
用
牛
特
別
導
入

事
業
基
金
並
び
に
高
齢
者
等
肉

用
牛
導
入
基
金
の
資
料
要
求
を

し
た
が
、
な
ぜ
提
出
が
な
か
っ

た
か
。
議
会
を
冒
涜
し
て
な
い

か
。

平
成
25
年
第
２
回
定
例

会
の
中
で
杉
並
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
資
料
に
関
し
ま
し
て

は
、
我
々
で
き
て
お
り
ま
し

て
、
そ
の
中
で
報
告
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
非
常
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
。
こ
の
こ
と
や
、
平
成
28
年

度
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
と

い
っ
た
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
突

破
口
に
、
相
乗
効
果
の
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
い
、
自

立
・
発
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

答

答

問

問

問

県
道
拡
幅
に
よ
り
町
の
風
景
が
大
き
く
変

わ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
が
、
町
の
経
済
を
支
え
る
消
費
者
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
商
店
街
活
性
化
に

向
け
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
連
携
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
。

（
写
真
：
伊
仙
町
役
場
周
辺
通
り
）
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上木　議員

町
税
等
の
調
定
額

９
億
８
０
０
０
万
、
収

入
済
み
額
６
億
７
０
０
０
万
、

不
能
欠
損
額
６
８
０
万
、
収
入

未
済
額
２
億
９
７
０
０
万
、
調

定
額
は
、
法
に
基
づ
い
て
設
定

し
た
財
源
で
あ
る
わ
け
で
す

が
、
収
入
額
の
１
割
が
不
能
欠

損
に
な
っ
て
い
る
。
町
長
と
し

て
の
見
解
は
ど
う
か
。

徴
収
に
関
し
ま
し
て
調

定
は
最
大
限
に
調
定
額

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
１
０
０
％
ま
で

持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
単

年
度
で
１
０
０
％
に
い
か
な
い

状
況
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
不
能
欠
損
の
な
い
よ
う
に
滞

納
分
の
徴
収
を
上
げ
て
い
く
よ

う
に
各
課
で
努
力
し
て
い
く
よ

う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。平

成
19
年
第
４
回
の
定

例
会
に
お
い
て
滞
納
整

理
機
構
の
設
立
に
つ
い
て
徳
之

島
３
町
の
中
で
提
案
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
答

弁
で
し
た
が
、
そ
の
後
広
域
連

合
で
の
結
果
は
ど
う
か
。

平
成
19
年
個
々
の
滞
納

整
理
に
関
し
ま
し
て
広

域
連
合
の
方
で
と
答
弁
し
ま
し

た
が
、
県
も
滞
納
整
理
班
と
い

う
形
で
県
か
ら
職
員
を
徳
之
島

事
務
所
に
派
遣
を
し
て
県
と
３

町
が
一
体
と
な
っ
た
滞
納
整
理

機
構
が
設
立
さ
れ
、
そ
ち
ら
の

方
で
や
っ
て
い
く
方
が
ベ
タ
ー

と
い
う
こ
と
で
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

闘
牛
大
会
の
興
業
化
に

つ
い
て
、
良
い
血
統
の

牡
牛
を
飼
養
育
成
す
る
畜
産

農
家
は
富
裕
者
に
な
れ
る
が
、

闘
牛
の
飼
養
、
育
成
や
闘
牛
大

会
等
の
興
業
で
は
、
金
儲
け
は

で
き
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
闘
牛
大
会
等
の
興
業
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
経
済
波
及
効

果
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。

闘
牛
も
文
化
の
ひ
と
つ

だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、

今
年
10
月
５
日
と
６
日
（
台
風

に
よ
り
13
・
14
日
に
延
期
）
に

全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
の
「
徳
之
島
な

く
さ
み
館
」
は
、
４
千
人
規
模

を
集
客
で
き
る
施
設
と
い
う
こ

と
で
、
３
町
合
同
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
感
謝
祭
と
か
、
歌
手
な
ど
も

招
聘
す
る
な
ど
し
て
経
済
効
果

が
あ
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま

た
、
闘
牛
を
飼
う
家
庭
は
経

済
的
に
余
裕
が
あ
る
人
と
言

わ
れ
て
お
り
、
牛
は
楽
し
み

で
、
「
得
を
取
る
よ
り
名
を
取

れ
」
、
「
牛
で
金
儲
け
す
る
よ

り
、
勝
た
せ
て
名
前
を
と
れ
」

と
の
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
牛
持
つ
も
の
一
番
馬

鹿
、
見
る
も
の
二
番
馬
鹿
」
と

の
こ
と
わ
ざ
も
あ
っ
て
、
賛
否

両
論
あ
っ
て
、
な
か
な
か
興
味

は
尽
き
な
い
と
の
事
で
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も

興
業
化
し
過
ぎ
て
弊
害
も
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
行
く
行
く
は

昔
の
奥
深
く
素
朴
な
土
俗
・
土

着
伝
統
・
伝
承
文
化
の
そ
の
意

義
が
見
直
さ
れ
る
時
が
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問

公
共
・
公
営
闘
牛
場
内

で
血
み
ど
ろ
の
真
剣
勝

負
を
つ
け
る
あ
り
方
と
賭
博
の

う
わ
さ
も
あ
る
。
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

徳
之
島
の
闘
牛
大
会
に

つ
い
て
は
、
勝
負
を
つ

け
る
の
が
４
０
０
年
前
か
ら

あ
っ
た
と
の
事
で
、
こ
れ
が
伝

統
文
化
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

徳
之
島
の
闘
牛
で
は
、
他
の

地
域
に
は
な
い
、
応
援
風
景
が

独
特
の
伝
統
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
血
み
ど
ろ
の
戦
い
の

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
大

半
は
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
闘
牛
文
化
の
あ
る
自
治

体
、
６
県
９
自
治
体
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
な
か
で
も
角
を
研
が

な
い
の
は
、
岩
手
県
と
新
潟
県

だ
け
で
あ
り
ま
す
。
あ
と
宇
和

島
、
沖
縄
、
徳
之
島
半
分
以
上

が
角
を
研
い
で
、
勝
負
を
さ
せ

て
勝
敗
を
決
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
徳
之
島
闘
牛

連
合
会
で
も
規
約
を
定
め
て
、

興
業
申
請
を
初
め
と
す
る
事
務

手
続
き
を
し
て
お
り
ま
す
。
ち

な
み
に
、
規
約
の
第
35
条
で
勝

負
は
真
剣
勝
負
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
行
政
が
関
与
す
る
問
題

で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
賭
博
の
噂
に
つ
い

答

答

答

答 問

問

問

肉
用
牛
導
入
を
目
的
と
し
た
導
入
基
金
に

つ
い
て
は
、
借
受
者
の
経
営
状
況
を
勘
案

し
、
導
入
の
有
無
を
講
じ
て
き
た
が
、
現

在
の
基
金
運
用
状
況
で
は
貸
付
金
の
未
納

等
に
よ
り
、
今
後
の
導
入
基
金
の
存
続
す

ら
懸
念
さ
れ
る
。

（
写
真
：
徳
之
島
中
央
家
畜
市
場
）

徳
之
島
地
域
文
化
情
報
発
信
施
設
と
し
て
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
「
徳
之
島

な
く
さ
み
館
」。
文
化
・
情
報
の
発
信
基
地

と
し
て
、
島
の
経
済
浮
揚
の
起
爆
剤
と
な

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
期
待
さ
れ

る
。

（
写
真
：
徳
之
島
な
く
さ
み
館
）
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伊藤　議員

て
は
、
行
政
と
し
て
そ
の
様
な

事
実
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

直
売
所
百
菜
に
つ
い

て
、
百
菜
組
合
の
受
託

運
営
組
織
構
成
の
整
備
は
整
っ

た
か
。

今
の
百
菜
の
規
約
で

は
、
対
応
し
き
れ
な
い

部
分
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
役

員
会
を
開
き
、
規
約
・
組
織
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の

か
議
論
を
進
め
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

Ａ
コ
ー
プ
誘
致
に
つ
い

て
、
突
然
、
突
如
あ
ま

み
農
協
と
の
５
項
目
の
合
意
文

書
な
る
も
の
を
突
き
付
け
、
町

議
会
で
町
有
地
の
無
償
貸
付
を

議
決
し
、
事
業
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
町
を
破
滅
さ
せ

る
暴
挙
で
あ
る
。
撤
回
を
求
め

る
。

Ａ
コ
ー
プ
会
社
か
ら
伊

仙
町
内
に
Ａ
コ
ー
プ
店

舗
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
厳
し
い
と
の
話
だ
っ
た
の

で
、
町
有
地
の
無
償
貸
付
を
申

し
出
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
買

い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
も
、

特
に
伊
仙
町
は
、
集
落
の
家
々

が
点
在
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

事
業
が
成
功
す
る
こ
と
が
最
も

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
商

工
会
の
方
々
が
、
大
型
店
舗

は
来
な
い
と
思
い
込
み
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
こ
な
か
っ
た

面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
と
か
、
商
工
会

助
成
事
業
も
町
は
、
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
こ
と
を

転
機
・
チ
ャ
ン
ス
だ
と
み
て
、

商
工
会
会
員
が
や
る
気
を
出
し

て
、
町
内
で
購
入
す
る
よ
う
な

運
動
、
努
力
を
す
れ
ば
周
辺
の

人
達
が
各
集
落
の
店
を
利
用
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
商
工
会
会

員
か
ら
、
商
工
会
・
行
政
・
Ａ

コ
ー
プ
で
町
づ
く
り
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
い
と
の
声
も
あ
り

ま
す
。
撤
回
す
る
考
え
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

町
財
政
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
度
伊
仙
町

一
般
会
計
の
実
質
単
年
度
収

支
は
１
３
９
１
万
４
千
円
の

赤
字
で
あ
っ
た
。
平
成
24
年

度
も
実
質
単
年
度
収
支
は
、

１
億
７
２
０
４
万
３
千
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
現
在

高
は
、
５
億
４
１
０
５
万
３
千

円
で
あ
る
。
徳
之
島
ダ
ム
の
償

還
金
に
も
不
足
し
て
い
る
。
ど

う
す
る
の
か
。

平
成
24
年
度
に
３
つ
の

大
き
な
台
風
の
襲
来

等
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
被
害

の
単
独
助
成
事
業
と
し
て
、

２
億
９
０
０
万
円
の
助
成
を
し

て
い
る
関
係
上
増
嵩
し
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
、
２
カ
年
間
、
大
規

模
事
業
は
一
旦
中
止
し
て
、
徳

之
島
ダ
ム
の
償
還
金
返
済
に
全

力
を
傾
け
て
い
く
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
徳
之
島
用
水
１
・
２
期

の
償
還
金
財
源
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
あ
る
基
金
か
ら
の
繰
出

し
金
４
億
９
２
５
２
万
５
千
円

に
起
債
１
億
１
０
７
０
万
円
を

発
行
し
て
、
対
応
し
ま
す
。
特

に
資
金
不
足
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
行
政
に
つ
い
て
、

小
島
暗
川
か
ら
犬
田
布

岬
周
辺
に
か
け
て
の
観
光
コ
ー

ス
と
し
て
の
整
備
事
業
計
画
は

あ
る
の
か
。

犬
田
布
岬
に
お
き
ま
し

て
は
、
昭
和
50
年
に
整

備
、
３
，
６
４
６
万
円
ほ
ど
か

け
て
整
備
し
た
わ
け
で
す
が
、

非
常
に
老
朽
化
が
進
ん
で
、
ト

イ
レ
等
も
崩
落
の
危
険
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
国
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
観
光
連
携
整
備

事
業
で
、
本
年
度
か
ら
約
２
年

ぐ
ら
い
か
け
て
整
備
を
進
め
る

計
画
を
し
て
い
ま
す
。

住
宅
建
設
に
つ
い
て
、

犬
田
布
岬
に
町
営
住
宅

が
あ
る
が
、
築
何
年
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
建
て

替
え
や
移
転
な
ど
は
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
。

犬
田
布
岬
団
地
は
、
昭

和
40
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
、
１
棟
４
戸

の
仕
様
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
築
後
48
年
を
経
過
し
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
作
成

さ
れ
た
、
伊
仙
町
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
で
は
、
岬
住
宅

は
塩
害
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
用
途

廃
止
の
方
向
で
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
同
計

画
に
お
い
て
、
岬
住
宅
の
建
て

替
え
移
転
の
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

農
業
行
政
に
つ
い
て
、

昨
年
は
３
度
の
大
型
台

風
で
、
家
屋
、
倉
庫
、
牛
舎
、

農
産
物
等
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
ま
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
お
い

て
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
メ
イ
チ
ュ

ウ
被
害
、
バ
レ
イ
シ
ョ
に
お

い
て
は
、
価
格
の
暴
落
と
大
変

な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
近
に
お
い
て
は
、
メ
イ
チ
ュ

ウ
以
外
の
害
虫
が
異
常
発
生
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
状
況
と
発
生
場
所
、
被

害
状
況
の
調
査
は
し
て
い
る
の

か
。

発
生
状
況
で
す
が
、
８

月
27
日
に
発
生
を
確
認

し
、
西
犬
田
布
地
域
、
犬
田
布

岬
の
そ
ば
で
、
ロ
ー
ズ
畑
の
面

積
が
60
ａ
、
一
晩
で
食
い
尽
く

さ
れ
、
９
月
２
日
に
小
島
地
域

の
ほ
う
で
15
ａ
の
ロ
ー
ズ
畑
に

発
生
し
、
こ
れ
も
一
晩
で
食
い

つ
く
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
対
応
の
方

法
と
し
て
は
、
経
済
課
、
南
西

糖
業
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
な
ど
関
係

機
関
が
一
体
と
な
り
ま
し
て
、

８
月
28
日
に
圃
場
周
辺
を
、
一

斉
防
除
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。 問

答答

答

答

答

答

問問

問

問

問
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永田　議員

琉　議員

問

メ
イ
チ
ュ
ウ
被
害
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
被
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
。
山
間
部
に
お
い

て
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
に
よ
り
農
作

物
全
般
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
的
な
鳥
獣
・
害
虫
被
害
防
止
策
を

講
じ
て
い
か
な
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
写
真
：
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
寄
生
し
て
い
る
メ

イ
チ
ュ
ウ
）東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
に
伴
う
、
わ
が

町
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。
９
月
８
日
に
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

ま
り
、
同
じ
く
２
０
２
０
年
に

鹿
児
島
国
体
も
あ
り
ま
す
。
わ

が
伊
仙
町
か
ら
も
優
秀
選
手
を

輩
出
で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成

や
強
化
対
策
等
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

ま
ず
人
材
育
成
に
は
、

今
の
小
・
中
学
生
が
対

象
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に

小
学
生
は
社
会
教
育
団
体
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
通
じ

て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
し
始

め
る
の
で
、
大
事
な
時
期
を
考

え
、
伊
仙
町
に
お
い
て
も
活
動

が
盛
ん
に
な
る
よ
う
支
援
し
、

ま
た
活
動
の
助
成
が
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

優
秀
な
人
材
を
育
て
る
た
め
に

は
、
指
導
者
の
資
質
向
上
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後

指
導
者
の
研
修
な
ど
も
充
実
さ

せ
、
人
材
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
わ
が
町
の
少
年

団
の
中
か
ら
、
強
化
選
手
等
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
新
し
く
総
合
体
育

館
を
増
築
し
た
関
係
上
、
ス

ポ
ー
ツ
人
口
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
１
の
質
問
に
付
随
し

て
、
鹿
児
島
国
体
開
催

に
伴
う
、
観
光
客
を
掴
む
た
め

に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
の
か
。

昨
年
度
か
ら
の
県
の

希
望
調
査
の
結
果
、

天
城
町
で
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
伊
仙
町
は
、
外
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
徳
之

島
の
観
光
連
盟
、
宿
泊
施
設

関
係
、
３
カ
町
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
を
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

２
０
１
７
年
に
は
世
界
自
然

遺
産
登
録
と
な
る
予
定
な
の

で
、
そ
れ
を
同
時
並
行
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

次
に
喜
念
地
区
の
町

営
住
宅
建
設
に
つ
い

て
、
伊
仙
町
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
の
当
初
の
予
定

で
は
、
２
８
年
度
に
喜
念
地

区
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
住
宅
建
設
は
計
画
ど
お
り

行
わ
れ
る
の
か
。

喜
念
地
区
の
町
営
住
宅

建
築
に
つ
い
て
、
伊
仙

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
よ
り
ま
す
と
、
26
年
か

ら
27
年
度
に
か
け
て
、
町
営

住
宅
建
築
に
適
し
た
用
地
の

設
定
、
確
保
し
た
敷
地
の
造

成
、
設
計
ま
で
を
行
い
、
28

年
度
に
は
建
設
、
竣
工
ま
で

い
け
る
も
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
質
問
の
結
び
に
）

伊
仙
町
に
は
、
大
企
業
（
日

本
マ
ル
コ
等
）
が
来
ま
す
。

住
宅
を
増
や
し
て
い
く
と
確

実
に
一
定
の
所
得
が
あ
り
、

伊
仙
町
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
喜
念
集

落
を
含
め
、
住
宅
設
備
を
進

め
て
い
っ
て
下
さ
い
。

答

教
育
行
政
に
つ
い
て
、

重
点
施
策
で
あ
り
ま

す
、
実
践
す
る
学
校
、
実
践
す

る
家
庭
と
地
域
と
い
う
事
で
、

将
来
を
展
望
し
た
環
境
設
備
の

充
実
と
し
て
、
年
次
的
に
計
画

を
行
い
、
整
備
・
校
舎
改
築
・

改
修
を
す
る
と
挙
げ
て
い
ま
す

が
、
各
学
校
施
設
設
備
に
つ
い

て
、
現
場
の
学
校
側
や
家
庭
や

地
域
か
ら
の
要
望
は
な
い
の

か
。
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

昨
年
度
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
、
教
育
委

員
会
総
務
課
長
で
全
学
校
を
訪

問
し
て
要
望
を
聞
き
、
す
ぐ
対

応
で
き
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
整

備
で
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
小

規
模
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
改
修

や
図
書
館
の
充
実
等
々
の
要
望

も
あ
り
、
今
後
長
期
的
な
視
野

の
も
と
に
緊
急
性
を
考
慮
し

て
、
な
お
か
つ
優
先
順
位
を
つ

け
て
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答

答

答

問

問

問

町
内
に
お
け
る
住
宅
整
備
が
本
格
的
に
行

わ
れ
、
以
前
に
も
増
し
て
町
に
は
明
る
い

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
今
後
も
町
内
の
住

宅
整
備
未
着
手
集
落
を
重
点
的
に
検
討
し

て
い
く
。

（
写
真
：
犬
田
布
亀
戸
住
宅
）
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問
道
徳
教
育
に
つ
い

て
、
１
９
５
８
年

に
、
小
・
中
学
校
で
は
、
道

徳
の
時
間
が
あ
り
、
児
童
・

生
徒
は
、
道
徳
を
守
り
、
そ

れ
に
従
お
う
と
す
る
正
邪
善

悪
を
判
別
し
、
善
行
を
行
お

う
と
す
る
心
の
教
育
が
充
実

し
て
い
た
様
に
思
い
ま
す
。

中
国
の
思
想
家
「
孟
子
」

「
孔
子
」
な
ど
の
哲
学
を
わ

か
り
や
す
く
、
紙
芝
居
や
童

話
、
ま
た
テ
レ
ビ
の
普
及
に

よ
り
、
人
形
劇
や
ア
ニ
メ
等

で
い
つ
の
間
に
か
、
自
然
と

身
に
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
現
在
、
道
徳
教
育
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
の
基
本
目
標
は

人
づ
く
り
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
人
づ
く
り
を
支
え

る
の
が
、
人
間
性
、
い
わ
ゆ

る
道
徳
で
あ
り
、
進
路
選
択

の
幅
を
広
げ
る
の
が
道
徳
で

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
人
間

性
の
向
上
を
図
る
道
徳
と

学
力
向
上
は
表
裏
一
体
で
あ

り
、
学
校
教
育
の
大
き
な
目

標
で
あ
り
ま
す
。
各
学
校
で

も
全
教
育
活
動
の
な
か
で
、

道
徳
的
実
践
力
を
育
む
指
導

を
推
進
し
て
き
た
が
、
具
体

的
に
朝
の
登
校
指
導
や
挨
拶

運
動
、
校
長
の
講
話
や
各
教

科
の
時
間
、
給
食
や
清
掃
の

時
間
に
も
道
徳
教
育
は
行
わ

れ
、
登
校
か
ら
下
校
ま
で
意

図
的
、
継
続
的
に
な
さ
れ
、

週
一
回
の
道
徳
の
授
業
を
効

果
的
に
す
る
為
、
道
徳
教
育

推
進
教
師
の
配
置
や
、
子
ど

も
た
ち
の
実
態
を
考
え
た
、

年
間
指
導
計
画
の
作
成
や
生

徒
指
導
の
研
修
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
三
者
が
協
力
し
、
伊
仙

町
の
子
供
は
す
ば
ら
し
い
と

言
え
る
よ
う
に
、
道
徳
的
実

践
を
高
め
て
い
こ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
化
問
題
に
つ
い

て
、
伊
仙
町
は
特
殊

出
生
率
日
本
一
で
あ
り
ま
す

が
、
町
内
の
児
童
生
徒
の
数

は
、
人
口
の
１
０
．
４
％

で
、
高
齢
化
率
は
３
３
．

４
％
と
依
然
と
し
て
少
子
高

齢
化
の
町
で
あ
り
ま
す
。
徳

之
島
で
は
、
高
校
ま
で
は
地

元
で
学
び
、
そ
の
う
え
の
進

学
は
98
％
が
本
土
へ
出
て
、

就
職
も
本
土
で
就
き
、
生
活

の
場
も
本
土
で
行
い
、
島
へ

帰
っ
て
く
る
人
は
１
割
未
満

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。

少
子
化
対
策
と
し

て
、
島
を
誇
れ
る
教

育
を
実
施
す
る
事
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分

の
生
ま
れ
た
こ
の
島
を
愛
す

る
「
愛
郷
心
」
や
誇
り
、
島

の
産
業
を
守
り
育
て
る
人
材

の
育
成
で
あ
り
ま
す
。
高
校

を
卒
業
後
は
、
ほ
と
ん
ど
が

島
外
へ
出
て
い
き
ま
す
が
、

島
に
帰
り
た
い
と
思
わ
せ
る

教
育
を
、
小
・
中
学
校
の
時

代
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
特
殊

出
生
率
日
本
一
の
島
の
誰
も

が
安
心
し
て
、
お
産
が
で
き

る
医
療
整
備
や
子
供
を
育
て

や
す
く
す
る
た
め
の
保
育
所

等
の
環
境
整
備
と
、
若
者
の

職
場
を
確
保
す
る
た
め
の
企

業
誘
致
を
進
め
、
長
期
的
な

町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め

て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
企
業

に
い
か
に
優
秀
な
若
者
を
こ

れ
か
ら
雇
用
し
て
も
ら
い
、

働
か
せ
て
い
く
か
、
そ
れ
と

同
時
に
住
宅
整
備
な
ど
総
合

的
な
問
題
に
、
町
独
自
の
個

性
の
あ
る
町
づ
く
り
を
、

し
っ
か
り
と
勘
案
し
な
が

ら
、
町
民
と
と
も
に
こ
の
地

域
が
将
来
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
視
点
に
お
い
た

計
画
が
必
要
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

地
元
住
民
や
学
校
Ｏ
Ｂ
の
方
た
ち
の
熱

心
な
要
望
も
あ
り
、
町
の
計
画
に
沿
っ
て

改
築
さ
れ
た
中
学
校
。
今
で
は
生
徒
だ
け

で
な
く
、
地
元
住
民
の
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

（
写
真
：
犬
田
布
中
学
校
）

問

答

答

町民の皆様ありがとうございました！
さとうきび今期夏植え目標達成！！

今期植付目標面積　今期植付達成面積

２００ｈａ⇒２４５ｈａ
※掲載されている夏植え面積は、１０月末時点での数値です。

町民の皆様へ
　夏植え目標達成にむけて官民一体となって推進活動を
し、私たち議会においても島の経済を支えるさとうきびの
増産について、真剣に議論を重ね前回発行（９月）の「議
会だより」でも町民の皆様へ重ねてお願いをしておりまし
たが、おかげさまで町民の皆様のご協力により今期の夏植
え目標面積を大幅に超えて達成することができました。こ
れもひとえに町民の皆様のご理解とご尽力の賜物だと存じ
ます。町民の皆様には、この誌面をもちまして厚く御礼を
申し上げます。

伊仙町議会



議会だより 平成25年12月（ 11 ）

Ｑ　自己紹介と伊仙町に着任して感じたこと。
Ａ　私は、昭和３９年の辰年生まれで、西伊仙東（白組）出
　　 身です。
　　 ３０年前に高校を卒業し東京へ出て、そこで将来必ず地
　　 元へ帰り、地域に貢献できる職業に就きたいと思い、郵
　　  便局に入職致しました。
　　 それから各地の郵便局で地域の皆様にお世話になりなが
　　 ら、１９年前の異動で帰島し、現在の伊仙局に着任して
　　 ８年目となります。
　　 近年、伊仙町では行政、民間において様々なイベントが開催されておりますが、これらは将来へ
　　 向けて、わが町を興していこうという町民の意識の表れだと強く感じております。こういった動
　　 きの原動力は、脈々と受け継がれた結の精神、熱き思いを実践していく人間力や行動力、このパ
　　 ワーこそが伊仙町の財産のひとつだと確信しております。

Ｑ　伊仙町をＰＲするために必要と感じること。
Ａ ○ホームページ等、PCネットワークを最大限に活用したPR、官民協力の再構築を行い、希少価
　　　 値のあるものを全世界へ発信すること。
 ○充実した宿泊施設の整備。（町営・第３セクター・業界への斡旋等）観光、保養、出張、イベ
　　　 ント等、多方面からのお客様の受け入れ体制を地元で構築。世界自然遺産登録をも視野に入　
　　  れた計画が必要。
 ○現在の出張物産展は、大都市中心で行っているが、今後もそれを継続しつつ、それと並行して
　　　  全都道府県を網羅して開催すること。
 ○人材育成として、先駆的な町内外の著名人の講演や研修等で、将来を担う人材創り。

Ｑ　伊仙町議会に対しての要望
Ａ　議会中継を自宅で見ることができ、町民に「より身近」なものになったと思います。町の未来を 
 左右する重要な議決機関として、更なる活発な討議を展開していただきたいと思います。

Ｑ　今後の伊仙町に期待すること
Ａ　第一次産業（農業、漁業）を根幹とした発展。町の土台を築いてきたものは「糖業」であるこ　
　 とを認識し、栽培、加工、販売の安定化。また、近年発展し続けている、果樹・バレイショ・
 菊・ゴマ・コーヒー・長命草等を助成・育成し、幅広い農業振興、後継者育成をさらに強力に取
 り組んでいただきたいと思います。

Ｑ　その他
Ａ　日頃から、郵便局をご利用頂きまして誠にありがとうございます。郵便局はユニバーサルサービ
 スを基本に、地域の皆様のお役に立てる企業体を目指し、日々精進していく所存でございます。
 今後とも、郵便（物流）貯金（金融）保険（保障）、また２年後を目途に「みまもりサービス」
 として、高齢者宅への訪問事業を展開していく予定でございます。引き続き、ご愛顧の程よろし
 くお願い申し上げます。

「町民の声（第４号）」
日本郵便　伊仙郵便局局長　吉見　晋　さん
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※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承ください。

農 家 の 皆 様 
へ お 知 ら せ

農家の皆様へ、奄美群島産農産物輸送コスト支援事業について各種報道及び経済
課通信等でお知らせをしてまいりましたが、このことについて町民の皆様より同事
業の実施時期についての問い合わせがありました。

この事業は、平成２６年度（平成２６年４月～）から実施予定と
なっており、今期（平成２６年１月～３月）の農産物の輸送費に対
しての助成はありません。

　つきましては、農家の皆様には改めてご理解賜り、同事業の詳細については、
後日「経済課通信」等で改めてご報告させて頂きますので、ご了承頂きますようお
願い申し上げます。

「奄美群島産農産物輸送コスト支援事業」に関するお問い合わせ
伊仙町役場　経済課　（０９９７）－８６－３１１１　まで

　

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
大
変
お
疲
れ
様
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
早
い
も
の
で
師
走
を
迎
え
、
議
会

だ
よ
り
も
今
年
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
伊
仙
町
議
会
が
発
行
す
る
の
も
任
期

中
最
終
と
な
り
、
節
目
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
「
伊
仙
町
議
会
」
並
び
に
「
議

会
だ
よ
り
」
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
助
言

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
誌
面
を
持
ち

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
議
会
に
お
い
て
は
、「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
標
に
掲
げ
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
の
充

実
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
―
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
の
議
会
中
継
、
米
軍
普
天
間
基
地
調
査
報

告
会
の
開
催
、
特
別
支
援
学
校
誘
致
に
係
る

勉
強
会
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
現
地

に
お
伺
い
を
し
、
議
場
内
だ
け
で
な
く
、
現

場
で
の
議
論
も
例
年
以
上
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
議
会
は
町
執
行
部
と
“
車
の
両
輪
”

の
役
目
を
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
言

葉
の
と
お
り
、
町
政
発
展
の
為
に
侃
々
諤
々

議
論
を
交
わ
し
て
、
議
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

議
会
活
動
を
通
じ
て
町
執
行
部
へ
提
言
し
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
４
年
間
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
私
た
ち
議
会
議
員
も
、
そ
の
期
待

に
応
え
ら
れ
て
き
た
か
を
判
断
し
て
も
ら
う

「
伊
仙
町
議
会
議
員
選
挙
」
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
伊
仙
町

の
更
な
る
発
展
の
為
、
議
会
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
を
引
き
続
き
お
寄
せ
頂
き
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
伊
仙
町
議
会
を
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
編
集

後
記
と
致
し
ま
す
。
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コ ス ト 支 援 事 業 に つ い て
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次
氏
記
念
碑
竣
工
（
除
幕
式
）
記
念
式
典
に

　
　
　

議
長
が
出
席
（
井
之
川
公
民
館
）

平
成
25
年
　
7
月

５
日　

関
西
徳
州
会
郷
土
表
敬
訪
問
歓
迎
交
流
会
に
議
長

　
　
　

が
出
席
（
天
城
町
）

９
日　

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役
員
会
に

　
　
　

議
長
、
副
議
長
、

　
　
　

２
常
任
委
員
会
委
員
長
、
事
務
局
が
出
席
（
天
城

　
　
　

町
議
会
委
員
会
室
）

16
日
～
17
日　

公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
定
員
策
定
地
区

　
　
　

説
明
会
に
議
長
が
出
席
（
和
泊
町
）

23
日　

子
ど
も
議
会
に
副
議
長
が
出
席

24
日　

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
に

　
　
　

議
長
が
出
席
（
鹿
児
島
市
）

28
日
～
29
日　

奄
美
・
や
ん
ば
る
広
域
圏
交
流
推
進
協
議

　
　
　

会
総
会
、
講
演
会
及
び
視
察
研
修
会
に
議
長
が
出

　
　
　

席
（
奄
美
市
）

平
成
25
年
　
8
月

３
日
～
６
日　

離
島
議
長
行
政
調
査
に
議
長
が
出
席
（
中

　
　
　

種
子
町
・
南
種
子
町
）

６
日　

平
成
25
年 

第
２
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
告
示

７
日　

市
町
村
政
研
修
会
に
全
議
員
が
出
席
（
鹿
児
島
市
）

10
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

12
日　

平
成
25
年 

第
２
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会

17
日　

金
婚
式
に
全
議
員
が
出
席
（
ほ
ー
ら
い
館
）

30
日　

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
地
区
野
菜
部
会
総
会
に
議
長

　
　
　

が
出
席
（
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
）

平
成
25
年
　
9
月

４
日　

平
成
25
年 

第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
告
示

10
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

11
日　

平
成
25
年 

第
３
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会


